
隊
友
会
東
播
支
部

石
田
真
一
支

部
長
以
下
29
名
は
令
和
6
年
5
月
19

日
（
日
）
9
時
か
ら
青
野
原
駐
屯
地

広
報
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
お

い
て
令
和
6
年
度
支
部
総
会
を
開
催

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
石
田
支
部
長
か
ら
、

昨
年
に
引
き
続
き
の
コ
ロ
ナ
に
つ
い

て
は
5
類
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
状
態

の
ま
ま
推
移
し
て
お
り
、
現
状
で
は

心
配
す
る
状
態
に
な
い
。
し
か
し
、

令
和
6
年
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半

島
沖
地
震
に
つ
い
て
は
、
青
野
原
駐

屯
地
か
ら
災
害
派
遣
で
出
発
す
る
隊

員
に
対
し
、
一
部
の
理
事
役
の
見
送

り
へ
の
参
加
や
慰
問
品
の
手
渡
し
等

早
朝
の
活
動
の
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
日
本
を
取
り
巻
く
厳

し
い
国
際
情
勢
に
対
し
て
真
摯
に
訓

練
に
取
組
ん
で
い
る
隊
員
に
対
し
て
、

支
部
と
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
が
ど
れ
だ

け
で
き
る
の
か
、
家
族
会
が
行
う
家

族
支
援
業
務
は
隊
友
会
に
も
任
務
を

与
え
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
は
支
部
と
駐
屯
地
業

務
隊
厚
生
科
と
の
連
携
を
進
め
る
年

と
捉
え
て
い
る
と
お
話
が
あ
り
、
毎

年
の
合
言
葉
で
は
な
い
が
、
「
国
民

と
自
衛
隊
の
架
け
橋
」
と
し
て
の
一

助
を
担
え
る
支
部
活
動
の
推
進
を
要

望
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
5
年
度
の

物
故
者
に
対
す
る
黙
と
う
を
行
い
、

そ
の
後
支
部
長
が
議
長
と
な
っ
て
、

令
和
5
年
度
の
活
動
報
告
、
会
計
報

告
・
監
査
報
告
を
行
い
、
令
和
6
年

度
の
活
動
計
画
、
予
算
案
の
審
議
を

済
々
と
進
め
て
会
議
を
終
了
し
た
。

な
お
、
本
年
度
支
部
長
表
彰
と
し

て
、
空
中
理
事
役
、
上
甲
理
事
役
を

選
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
所
用
に
よ

り
欠
席
で
あ
り
、
総
会
で
の
表
彰
式

は
中
止
し
た
。

会
議
終
了
後
、
無
償
借
用
し
て
い

る
滝
野
体
育
セ
ン
タ
ー
近
傍
の
休
耕

田
に
移
動
し
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫

の
た
め
に
400
本
の
苗
の
植
え
付
を
行

な
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
石
田
支
部
長
以
下
17
名
で

1
週
間
前
の
5
月
11
日(

土)

朝
9
時

か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
の
畝
の
整
備
、
イ

ノ
シ
シ
除
け
の
柵
の
作
成
等
を
行
い

植
付
当
日
の
負
担
を
少
な
く
す
る
対

策
に
よ
り
植
付
は
2
時
間
弱
の
短
い

時
間
で
円
滑
に
終
了
し
た
。
収
穫
時

期
の
10
月
に
大
き
く
育
っ
た
サ
ツ
マ

イ
モ
の
収
穫
を
隊
員
及
び
隊
員
家
族

と
と
も
に
和
気
藹
藹
と
実
施
で
き
る

こ
と
を
祈
り
つ
つ
作
業
を
終
了
し
た
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳
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令
和
６
年
度

東
播
支
部
定
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総
会

「支部長挨拶」

【

サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
付
け
と

イ
ノ
シ
シ
対
策

】

「終了後の集合写真」 「植え付け中です。」



５
月
23
日
（
日
）
青
野
原
駐
屯
地

記
念
行
事
は
午
前
10
時
か
ら
予
定
通

り
開
催
さ
れ
、
隊
友
会
か
ら
は
石
田

支
部
長
以
下
多
数
の
会
員
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
自
家
用
車
で

の
来
訪
者
が
大
変
多
く
駐
屯
地
正
門

前
の
道
路
が
大
渋
滞
し
、
来
訪
者
が

駐
車
場
に
駐
車
す
る
ま
で
２
時
間
以

上
要
し
た
事
象
が
生
起
し
た
為
、
多

く
の
「
ク
レ
ー
ム
」
を
頂
い
た
よ
う

で
す
が
、
今
年
は
鶉
野
飛
行
場
を
予

備
駐
車
場
と
し
て
活
用
し
た
為
、
大

き
な
混
雑
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
お

聞
き
し
て
お
り
ま
す
。

式
典
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
多
数
の
来

賓
、
来
訪
者
が
見
守
る
中
、
音
楽
隊

の
入
場
か
ら
始
ま
り
、
観
閲
式
・
観

閲
行
進
・
音
楽
演
奏
・
訓
練
展
示
が

順
次
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
終
了
後
は
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
装
備
品
展
示
」
、
「
体

験
搭
乗
」
、
「
野
外
音
楽
演
奏
」
、

「
子
供
広
場
」
等
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
は
、
多
く
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
参
入
で
各
コ
ー
ナ
ー
の
出
店
場
所

で
お
客
様
が
列
を
な
し
大
盛
況
の
盛

り
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
賀
会
食
で
は
、
OB
席
が
設
け
ら
れ
、

昨
年
は
、
参
加
者
全
員
が
着
座
し
て

の
会
食
で
し
た
が
、
今
年
は
立
食
形

式
で
行
わ
れ
、
今
ま
で
通
り
の
懇
親

会
と
な
り
ま
し
た
。

歴
代
駐
屯
地
司
令
と
し
て
、
後
藤

司
令
、
高
橋
司
令
、
宮
本
司
令
が
ご

出
席
さ
れ
、
懐
か
し
い
面
々
と
、
し

ば
し
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳

隊
友
会
東
播
支
部

石
田
真
一
支

部
長
は
令
和
６
年
６
月
30
日
に
神
戸

市
に
あ
る
兵
庫
県
民
会
館
で
行
わ
れ

た
令
和
６
年
度
兵
庫
県
隊
友
会
総
会

に
参
加
し
た
。
総
会
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
の
会
員
物
故
者
、
全
国
で
殉

職
さ
れ
た
隊
員
の
方
々
及
び
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
を

偲
び
参
加
者
全
員
に
よ
る
黙
と
う
か

ら
始
ま
り
、
県
会
長
挨
拶
の
後
に
表

彰
が
行
わ
れ
本
部
表
彰
の
伝
達
と
し

て
隊
友
会
理
事
長
表
彰
を
東
播
支
部

の
中
田
清
和
理
事
役
が
、
県
会
長
表

彰
を
原
田
理
事
役
と
木
村
龍
朗
会
員

が
受
賞
（
木
村
会
員
は
所
要
に
よ
り

不
参
加
）
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は

昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
・
会
計

監
査
報
告
の
後
に
本
年
度
の
活
動
方

針
及
び
予
算
案
の
審
議
が
済
々
と
行

わ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
兵
庫

地
方
協
力
本
部
長
に
よ
る
講
話
を
頂

き
、
懇
親
会
に
移
行
し
ま
し
た
。
懇

親
会
に
お
い
て
は
、
多
く
の
国
会
議

員
・
県
議
会
議
員
・
市
議
会
議
員
の

先
生
、
各
部
隊
長
及
び
業
務
隊
長
等

が
参
加
さ
れ
、
盛
大
な
懇
親
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
親
会
に
お
い
て
も
本
部
表

彰
と
し
て
隊
友
会
理
事
長
表
彰
の
伝

達
が
兵
庫
県
隊
友
会
の
小
川
会
長
か

ら
行
わ
れ
、
自
衛
隊
で
は
川
西
駐
屯
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友
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懇
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地
が
表
彰
伝
達
、
そ
の
後
東
播
支
部

に
対
す
る
伝
達
が
あ
り
、
石
田
支
部

長
が
表
彰
状
を
受
領
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
平
成
６
年
に
東
播
支
部

が
創
設
さ
れ
た
以
降
初
め
て
頂
い
た

隊
友
会
本
部
か
ら
の
表
彰
で
す
。
こ

の
貴
重
な
表
彰
受
賞
に
至
っ
た
の
は
、

創
設
以
来
支
部
活
動
に
携
わ
ら
れ
た

先
人
の
ご
尽
力
の
積
み
重
ね
と
、
現

在
の
支
部
会
員
の
熱
意
あ
る
活
動
と

そ
の
内
容
の
情
報
発
信
が
本
部
に
認

め
ら
れ
た
賜
物
で
す
。
支
部
創
設
か

ら
今
に
至
る
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
た
そ
の
精
神
を
継
承
す
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
青
野
原
駐
屯
地

を
起
点
と
し
て
地
域
に
密
着
し
、
支

部
の
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
が
強
く
、

「
国
民
と
自
衛
隊
の
架
け
橋
」
と
い

う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
各
種
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
支

部
が
行
う
計
画
に
は
隊
員
及
び
そ
の

家
族
と
共
に
楽
し
め
る
行
事
を
盛
り

込
ん
で
、
支
部
と
自
衛
隊
と
の
一
体

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

更
に
今
年
は
、
家
族
支
援
事
業
の

元
年
度
と
位
置
付
け
て
、
支
部
会
員

全
員
を
対
象
と
し
た
災
害
安
否
確
認

連
絡
訓
練
を
行
い
、
連
絡
網
の
確
保

を
行
う
こ
と
で
家
族
支
援
事
業
が
全

う
で
き
る
体
制
確
立
を
図
り
ま
す
。

今
回
頂
い
た
表
彰
に
満
足
す
る
の
で

は
な
く
、
更
に
会
員
一
同
で
楽
し
く

や
り
が
い
あ
る
支
部
活
動
に
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
。

事
務
局
長

細
貝

寛
徳

鮎
の
友
釣
り
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
醍
醐
味
は
何
と
い
っ
て
も
安

定
し
た
釣
果
に
あ
り
ま
す
。

揖
保
川
は
鮎
の
放
流
量
が
多
い
う
え
、

天
然
鮎
の
遡
上
も
期
待
で
き
る
点
は
う

れ
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
下
流
の
龍
野
地
区
か
ら
上
流

の
一
宮
、
波
賀
地
区
ま
で
と
エ
リ
ア
が

広
く
、
釣
れ
る
場
所
を
選
ぶ
事
で
シ
ー

ズ
ン
を
通
し
て
楽
し
め
る
の
が
い
い
で

す
ね
。

今
年
は
５
月
26
日
が
鮎
の
解
禁
日
と

な
り
ま
し
た
が
、
解
禁
初
期
は
上
流
エ

リ
ア
、
盛
期
か
ら
終
盤
に
か
け
て
は
中

流
か
ら
下
流
に
集
中
す
る
の
が
例
年
の

パ
タ
ー
ン
で
す
。

基
本
的
に
は
初
期
に
は
数
狙
い
、
後
期

は
型
狙
い
、
６
月
及
び
７
月
は
そ
の
両

方
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
時
期
と
な
り

ま
す
。

揖
保
川
で
最
初
に
入
り
た
い
場
所
は
、

一
宮
の
ゴ
ン
ボ
瀬
ポ
イ
ン
ト
に
入
り
ま

す
。
竿
を
出
せ
る
瀬
に
入
り
、
最
初
の

オ
ト
リ
を
鮎
の
い
そ
う
な
ポ
イ
ン
ト
に
、

で
き
る
限
り
広
範
囲
に
泳
が
せ
て
い
れ

ば
鮎
が
掛
か
り
ま
す
。
元
気
な
オ
ト
リ

を
入
手
で
き
れ
ば
変
化
有
る
筋
を
探
っ

て
い
け
ま
す
。

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
浅
い
瀬
に
は
、
ほ

ど
よ
い
石
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

オ
ト
リ
が
う
ま
く
泳
い
で
く
れ
る
と
、

目
印
が
飛
ぶ
強
い
あ
た
り
が
見
ら
れ
る
。

掛
か
り
鮎
が
水
中
で
キ
ラ
ッ
キ
ラ
ッ
と

す
る
様
子
を
見
な
が
ら
釣
る
の
は
た
ま

り
ま
せ
ん
。

一
匹
目
で
掛
か
る
と
釣
れ
る
予
感
、

一
匹
目
、
二
匹
目
で
掛
か
ら
な
い
と
釣

れ
な
い
予
感
が
し
ま
す
。

鮎
の
友
釣
り
は
オ
ト
リ
の
活
き
の
良
さ

が
命
で
す
。
で
き
る
限
り
鮎
が
弱
ら
な

い
よ
う
に
扱
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま

た
、
暑
さ
し
の
ぎ
の
釣
り
も
最
高
で
す
。

揖
保
川
は
総
延
長
が
長
い
分
、
釣
れ
そ

う
な
ポ
イ
ン
ト
を
さ
が
す
の
も
楽
し
み

の
ひ
と
つ
で
す
。

何
度
通
っ
て
も
、
自
分
な
り
の
楽
し

み
方
を
追
求
し
て
行
き
た
い
で
す
。

記
事
投
稿
者

堤

勝
行
（
高
砂
市
）
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4
月
初
旬

観
桜
会

（
中
止
）

4
月
6
日

一
般
陸
曹
候
補
生
前
期
入
隊
式

支
部
長
参
加

5
月
19
日

隊
友
会
東
播
支
部
定
時
総
会

支
部
長
以
下
29
名

サ
ツ
マ
イ
モ
植
付
け

支
部
長
以
下
他
27
名
参
加
・
芋
400
本

5
月
26
日

青
野
原
駐
屯
地
記
念
行
事

支
部
長
他
多
数
参
加

6
月
2
日

県
理
事
役
会

事
務
局
長
・
鈴
木
理
事
・

和
久
井
理
事
参
加

6
月
6
日

一
般
陸
曹
候
補
生
前
期
総
合

25
km
行
軍
激
励

池
田
副
支
部
長
以
下
5
名
参
加

6
月
22
日

一
般
陸
曹
候
補
生
前
期
終
了
式

支
部
長
参
加

6
月
30
日

兵
庫
県
隊
友
会
定
時
総
会
・

懇
親
会

支
部
長
・
顧
問
・
受
賞
者
・
理
事
役
参
加

7
月
3
日

新
隊
員
後
期
教
育
開
始
式

（
部
隊
の
み
）

7
月
6
日

理
事
役
会

支
部
長
以
下
21
名

サ
ツ
マ
イ
モ
畑
の
除
草

支
部
長
以
下
他
17
名
参
加
・
芋
400
本

7
月
28
日

慰
霊
碑
清
掃
奉
仕
及
び

慰
霊
行
事

8
月
8
日

青
野
原
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

9
月
14
日

新
隊
員
後
期
教
育
修
了
式

10
月
26
日

サ
ツ
マ
イ
モ
収
穫
祭

10
月
27
日

鶉
野
祈
念
の
碑

慰
霊
祭

11
月
16
日

忘
年
会(

東
加
古
川

弁
慶)

11
月
23
日

理
事
役
会

11
月
30
日

歴
史
ウ
ォ
ー
ク

加
西
市
探
訪
予
定

12
月
6
日
～
10
日

♯
１
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

12
月
8
日

小
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
支
援

1
月
17
日
～
21
日

♯
２
予
備
自
衛
官

招
集
訓
練
激
励

1
月
25
日

理
事
役
会

監
事
の
職
を
解
徐
し
、

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

友
藤

雄
二
（
小
野
市
）

県
理
事
役
の
職
を
解
除
し
、

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

鳴
瀬

茂
樹
（
加
古
川
市
）

理
事
役
の
職
を
解
除
し
、

監
事
の
職
に
指
定
す
る

上
甲

文
治
（
小
野
市
）

理
事
役
の
職
を
解
除
し
、

県
理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

和
久
井
勇
人
（
小
野
市
）

理
事
役
の
職
を
解
除
す
る

西

豊
（
小
野
市
）

友
藤

雄
二
（
小
野
市
）

理
事
役
の
職
に
指
定
す
る

久
保

清
和
（
多
可
郡
）

永
野

義
彦
（
小
野
市
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

▽
本
部
隊
友
会
理
事
長

支
部
表
彰

隊
友
会
東
播
支
部

▽
本
部
隊
友
会
理
事
長
表
彰

中
田

清
和
（
小
野
市
）

▽
県
会
長
表
彰

原
田

剛
（
三
木
市
）

木
村

龍
朗
（
加
西
市
）

▽
支
部
長
表
彰

上
甲

文
治
（
小
野
市
）

空
中

幸
生
（
三
木
市
）

上
水
樽

学
（
加
古
川
市
）
第
43
普
連

昭
和
47
年
４
月
退
官

神
嵜

忍
（
加
古
川
市
）
中
方
総
監
部

令
和
６
年
４
月
12
日
退
官

東
播
支
部
よ
り
姫
路
支
部
へ

竹
澤

悠
平
（
姫
路
市
）
第
３
特
科
隊

令
和
６
年
６
月

第８４号 兵庫県隊友会東播支部だより 令和６年７月２０日

支
部
の
活
動
実
績

【
新
入
会
員
紹
介
】

編
集
後
記

長
か
っ
た
梅
雨
も
明
け
、
本
格
的

な
猛
暑
を
迎
え
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
の
事
と
存

じ
ま
す
。

隊
友
会
活
動
も
お
陰
様
で
会
員
皆

様
の
積
極
的
な
ご
支
援
、
ご
協
力
に

よ
り
、
順
調
に
活
動
実
績
を
積
ん
で

お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度

は
、
堤
理
事
役
よ
り
貴
重
な
「
投
稿

記
事
」
を
頂
き
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
皆
様
か
ら
の
多
種
多

様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

m
x
r
x
g
9
8
3
@
y
b
b
.
n
e
.
j
p

桑
原

博

h
a
y
a
t
o
.
0
3
0
9
.
0
7
2
2
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

和
久
井

勇
人

【
支
部
役
員
の
変
更
】

支
部
の
主
要
業
務
予
定

【

受

章

】

【
支
部
異
動
会
員
の
紹
介
】



今年も１年支部活動お疲れさまでした


